






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 4 場 第 4 場 第 4 場
フィレンツェの
Gの家の前
ペストにも屈せずGは研究を続ける。 第 4 場続き ― 第 5 場a
フィレンツェの
Gの家の前

































































































































































































抒情詩に向かない時代僕にはもちろんわかって る。幸せな人だけが愛されるということを。幸せな人の声をみな聞きたい 思 。幸せな人の顔は美しい。裏庭の奇形の木は土壌のひどさを示してい 。でも通行人はその木を不具だとののしる。
78





























































































































































































































































































































































































































































































































































dresse an den G
enossen D
im

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































能か？」―「いや、まだです」―「ほ とし した。人類はまだこうした動力源を受け入れる ころまで行っていません」というインタビューの様子が語られる。自然の征服という点で
はこれほど進んでいながら、それが人間の幸福のためにはあまり役立っていないという






































































































































































































































alilei und sein K
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ガリレオ まず冒頭で示すこ が、ブレヒトにとってもロ トンに っても重要だった。この演出は以後 ずっと引き継がれる とにる。一九四七年六月にハンス・アイスラー 加わり 場面（第１場 ら第３場、第５ から第８場、第
10場から第
12場）の冒頭に書き加
えられた数行の韻文に曲をつけ 。 の作業はニューヨークでの上演中に 引き続き行なわれ、変更が加えられた。
ロートンは第
10場のカーニバル（謝肉祭）の場面に大きな関心を持っていた。そこではガリレオの革命的な学説を、イタリアの民衆が























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































オの実像と合致する。ガリレオは一五八九年にピサ大学の数学講座の教授に就任し、一五九二年にパドヴァ大学の数学講座の教授になっている。一五九二年の冬から一六一〇年夏にフィレンツェに移るまでのパドヴァ時代は ガリレオにとってもっとも実りある豊かな期間だったと言われている。ブレヒトの戯曲 六〇 から始まっている。
パドヴァ時代のガリレオは落下法則や投射体の運動理論に関する基本的な考えを得て、さまざまな実験を行なった。太陽中心説すなわ

















ブレヒトの戯曲では、ガリレオが新時代の到来を確信したできごととして、若 ころシエナでみた建築職人 仕事の様子を語 。彼の
99 ブレヒトの『ガリレイの生涯』（市川）
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　　ImdänischenExilschriebBrechtdieStückeFurcht und Elend des Dritten Reiches
























schon angefangen, die amerikanischeFassung insDeutsche rückzuübersetzen.Am
BerlinerEnsemblewurdedasStückabDezember1（（（einstudiert.DerneueGalilei
rücktdasProblemderVerantwortungdesWissenschaftlersnochnäherandieGegenwart
heranalsder inderamerkanischenFassung.DiePremiere fanderstnachdemTod
Brechtsstatt.
